
      
 
ご入園・ご進級おめでとうございます 
寒い冬を超え春の日差しが暖かくなり始めた今日この頃、園庭の虫たち 

も顔を出し始め、虫取りをして遊ぶ子どもたちも増えてきました。 

本日、くすのき保育園の入園進級式が行われ、今年度は新たに 1２名の

新入園児を迎え、在園児 100 名、計 112 名でスタートします。式では自分

のクラスの名前を呼ばれると元気よく返事をし、新入園児の友だちの紹

介、職員やちょう組さんの出し物の披露がありました。ちょう組さんは♪ぽんぽんぽんとは

るがきた♪という歌を楽器を使いながら演奏して歌

ってくれました。友だちとリズムを合わせながら、み

んなに届けと言わんばかりの大きな声の歌声に、ちょ

う組としての誇らしさが感じられました。どのクラス

も一年がとても楽しみですね。 

 

一年後の姿を想像して… 

年度末の希望保育期間は多くの保護者の皆様にご協力いただき、ありがとうございました。

希望保育期間は各クラス 4 月からのスタートに向けての環境を整えることはもちろんのこと、

どんなことを大事に考えながら一年間保育をしていくのか、各クラス話し合いの時間を設け

ます。法人の運営理念を確認しながら、「生きる力を育む保育」とは実際どんなことなのか、

そのためにはどのようなことを大切に考えていったらよいのか等々、実際のクラスの子ども

たちの様子と照らし合わせながら話し合いをしていきます。その中で、私たちは子どもたち

がどんな姿になってもらいたいのかという担任の願いを出し合います。子どもたちの一年は

身体の成長だけでなく、心の成長も著しい時期であり、毎日の大人や友だちとの関わりよっ

て子どもたちの姿は大きく変わります。こんなことができるようになるといいな、こんな遊

びが楽しめるようになるといいな、友だちと一緒に楽しいことがたくさんできるといいな等、

色々な願いを持つことでそのためには…を考えます。職員一同目の前の子どもたちにとって

今何が大切かを考えながら、子どもたちの健やかな育ちのために一年間保育を進めて参りま

す。よろしくお願いいたします。 

「ひだまりの会」に決定！ 

 生活発表会の時に昨年度父母と職員の会会長より、「父母と職員の会」の新しい名称を一緒

に考えましょうと話がありました。そして、ついに名称が決定！「ひだまりの会」になりま

した。 

クスノキの木の下の暖かい陽だまりの中で子どもも保護者も保育者もみんなで寄り添い楽し

く集い合う、そんな父母と職員の会にという思いで命名となりました。今後はくすのき保育

園父母と職員の会ではなく「くすのき保育園ひだまりの会」となります。よろしくお願いし

ます。 
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